
令和８年度 沼津市立浮島小学校・中学校グランドデザイン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

〇－〇－〇は、沼津市教育基本構想の【章－節－項】に対応し、教育大綱・基本構想の達成を目指しています 

             

＜浮島小中学校区の強み＞ 

・学校の教育に協力的 
・地域で育てるという思い 
・学校は地域の中心という思い 

・本校卒業生が保護者に多い 
・コミュニティ・スクールが機能している 

＜子供の実態＞ 
・素直で素朴・温かい家庭環境 
・互いのよさ理解し助け合う 

・地域の方々に感謝の心 
・異学年と上手に関わる 

国:生きる力の育成 
県:有徳の人の育成 
市:貴き志を持つ人づくり 

 幼保小 小中 小小 連携   2-2-2、1-1-3 

＜小中連携＞ 

・小中の年間学習指導計画の共有（カリキュラムマネジメント） 

・小中の指導部ごとの共通指導事項の共有 総合的な学習 

＜小小連携＞ 

・富士市立東小学校との交流 

＜幼保小連携＞ 

・教職員の交流 幼児と児童の交流 「１０の姿の共有」  

・スタートカリキュラムの作成（カリキュラムマネジメント） 

 地域・家庭と共にある学校 2-1-1、2-1-2 
※相互理解 情報発信（各種たより、HP、メール配信等） 

＜ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ活動 地域学校協働本部事業＞ 

〇登下校見守り 〇花壇ボランティア 〇ひまわり学習 〇地域校外学習   

〇クラブ活動  ○職場体験  〇地域行事・地域防災訓練等への参加 

＜保護者＞ 

〇PTA 活動 ○家庭学習の習慣定着 〇授業参観・懇談会・運動会・教育相談 

○学校評価 ○生活習慣の確立（早寝・早起・朝ごはん） 

浮島校区の 15歳に求める子供像 

＜地域・保護者の願い＞ 
・浮島地域が好きな子 
・気持ちのよい挨拶のできる子 

・判断力・決断力のある子 
・自分の思いを表現できる子 
・友達を大切にし、仲良く遊んだり助け

合ったり出来る子 

学校自己評価 学校関係者評価(保護者･地域) 全国学力学習状況調査 形成的評価 等 

＜目指す教職員の姿＞                
チーム浮島小中の合言葉 
「学び続ける教職員」  

 魅力ある授業 
 不祥事根絶への強い決意と行動 

※小・中共通の学校評価 AB の数字を表しています。 

・自分の目標を立て、目標に向かって取り組んでいる。                          

90% 1-3-1 
・学習や行事にあきらめずに取り組んでいる。 

90% 1-1-1 

・「早寝・早起・朝食」に気をつけて生活している。                   
87% 1-2･3-1 

・「メディアの時間」に気を付けて生活している。 

     83% 1-2･3-1 
・清掃活動に取り組み、整理整頓に気を付けて生活し 
ている。                     93%  1-2-2 

① あたたかな心の交流をつくる：挨拶や縦割り活動な

どを通じ、学年を超えて互いを認め、自分の役割・

存在を実感できる人間関係を育みます。 

② 支え合う集団をつくる：教育相談やＳＥＬ、チーム担

任制などを軸に、生活規律を整え誰もが安心して

自分らしく過ごせる、風通しのよい絆を築きます。 

③ 豊かな未来をつくる：地域や校外の人との関わりの

中で、命を守る(安全・防災・防犯)意識や、地域と共

に未来を生き抜く強くてしなやかな心を育みます。 

 

・授業の内容を意識して学習したり振り返ったりすること 

ができる。                        85%  1—1-1 
・学校生活の中で自分の考えを表現している。 

85%  1—1-1 

・授業が分かる。                87%  1—1-1 
・宿題や予習復習など家庭学習に取り組んでいる。 

85%  １-1-1 

・読書を心がけている。        80% 1-1-1 1-2-4 
・Chromebookの活用場面を自分で選択し、有効活用し
ている。                 100% 1-1-3 1-2-2 

 

つながりづくり 

・挨拶や感謝の言葉を伝えている。      95% 1-2-1 

・自分のよさに気付いている。          83% 1-2-3 

・友達のよさに気付き、助け合う。    95% 1-2-3･4 

・浮島地区に関心を持っている。 

 （郷土理解・郷土愛の醸成）   90%  1-2-4 2-1-1 

・交通安全（歩行マナー・自転車マナー）や 

防犯（犯罪被害・ネットマナー）に気を付けて生活して 

いる。                             93% 1-2-2 

 

① 深い対話と納得をつくる：視覚的支援や問いだ

て、振り返りを大切にし、基礎学力を土台とした

「自分の言葉で理解できる」授業をつくります。 

② 最適な学び方をつくる：ICT とアナログの双方の

強みを生かし、自ら課題を見つけ、自分なりの解

決方法を見つけ出す力を養います。 

③ 自律のサイクルをつくる：生活リズムを整え、家

庭学習や読書を「自分づくりの習慣」に変え、学

び続ける意欲と基礎を育てます。 

 

① 自分を整えるリズムをつくる：体力や食生活に目標

をもち、小中合同の健康観察やヘルシーウィーク

等をもとに、心身を自ら管理する習慣をつくります。 

② 健やかな知恵をつくる：健康や食育に関する学びを

生活に結びつけ、デメリットも理解した上で、自分や

周囲を大切にする知識と行動力を育てます。 

③ 心を磨く空間をつくる：清掃の仕方を統一し、リーダ

ーを中心に学校を自分たちの手で整えることで、

清々しい心と美しい空間をつくります。 

 

 

学校運営協議会 

職員会議 職員研修 

小中部会 指導部会 

・学校全体を把握し、快適で安全・効果的な学習環境をつくる（学校事務） 

 

・生徒が意欲的に学習したり、楽しい学校生活を送ったりするための教育環境整備に努めている。 

90%  1—1-3 

共につくる
             

地域 

保護者・地域住民 

子供 

教職員 


